






はじめに 

小児期においては,発熱の頻度が多く一般に状態の改善や熱性痙攣の予防ということで解

熱剤を必要とすることがしばしばある。又,拒薬,嘔吐,下痢,腹痛,意識障害などで経口投与

ができない事も多く,注射の恐怖や筋肉拘縮の問題のない坐薬は大変便利である。従って安

全で有効で,便利な坐薬の開発が望まれてきたが,今回,アセトアミノフェンの坐薬が開発

され,検討する機会を得たので報告する。 


